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○ 元 気 な 子 
○ 思いやる子 

○ 考 え る 子 
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１１月行事予定 

日 曜日 時程 学校行事等 ひろば 

１ 火 Ａ  〇 

２ 水 B5 
岩井移動教室終（5 年） 

個人面談（の）   
〇 

３ 木  文化の日           

４ 金  開校記念日          

５ 土    

６ 日    

７ 月 Ａ 
全校朝会 安全指導（学 1/3） 

英語４技能検定（6 年） 
〇 

８ 火 Ａ 
２年火曜日６時間授業始 

英語４技能検定（6 年）個人面談（の） 
〇 

９ 水 B5 避難訓練  〇 

10 木 C5 クリーン運動 〇 

11 金 Ａ  〇 

12 土 Ｂ3 学校公開日 〇 

13 日  光二中避難拠点開設訓練（二中）        

14 月 Ａ 全校朝会 〇 

15 火 Ａ 巡回心理士来校 〇 

16 水 B5 幼保連携 〇 

17 木 Ａ 勤労感謝集会 委員会 〇 

18 金 Ａ  〇 

19 土    

20 日    

21 月 Ａ 
全校朝会  

二中との合同挨拶運動        
〇 

22 火 Ａ 二中との合同挨拶運動        〇 

23 水  勤労感謝の日          

24 木 A5 二中との合同挨拶運動 〇 

25 金 Ｃ 
学芸会（リハーサル） 

前日準備（6 校時：5 年）      
〇 

26 土 Ｂ 

学芸会（保護者鑑賞日） 

（給食あり） 

片付け(6 校時：6 年)   

 

27 日    

28 月  振替休業日        〇 

29 火 A5  〇 

30 水 B4  〇 
 

１１月１２日（土）学校公開日 
※学級をＡ・Ｂグループに分割します。学年によって参観
の時間が変わりますのでご注意ください。 

光春小だより 
 

みんなの笑顔のために 
校長 内木 勉 

登校してくる子どもたちを迎えていると、い
ろいろな子どもたちの表情に出会います。ニコ
ニコ笑顔で登校してくる子。友達とのおしゃべ
りに夢中で歩いてくる子。うつむいてトボトボ
歩いてくる子。涙ぐみながら歩いてくる子…。
思わず「どうしたの？」と声をかけると、「家で
叱られた…。」「友達とけんかしちゃった…。」
「あまり学校に行きたくない…。」さまざまな
答えが返ってきます。子どもたちはいろいろな
思いを抱えながら学校生活を送っていること
を実感する毎日です。 
１１月はふれあい月間です。春風小では、笑

顔あふれる学校を、「いじめ０」の学校を目指
し、全校で考え取り組みます。いじめの芽は「言
葉づかい」から生まれると考えています。子ど
もたちの言葉づかいの荒さや行動の粗暴さが、
いじめにつながっていくのです。 呼び捨てに
したり、相手の嫌がる言葉を使ったり、嫌がる
ことをしたりすることが増えてくると、子ども
たちの感覚が麻痺して「死ね」とか「バカ」な
どの言葉が平気で使われるようになります。そ
れがいじめにつながっていきます。「相手の嫌
がることを言わない、嫌がることをしない」こ
とを徹底していきたいと思います。温かい言
葉・ぽかぽか言葉を子どもたちにたくさんかけ
ていきたいと思います。  
最近気になるのはいじめの指導をしている

中で「そんなつもりじゃなかった」「ふざけてい
ただけ」「いじられキャラだから」といった言葉
に出会うことの多さです。いじめには、ここか
らがいじめで、ここまではいじめではないとい
う境界線はありません。いじめは、いじめた側
の判断ではなく、行為を受けた側が「心身の苦
痛を感じているもの」全てがいじめなのです。
「いじり」や「悪ふざけ」「ちょっかい」「から
かい」なども、受けた側が苦痛を感じればいじ
めなのだということを、今一度しっかり認識し
ていかなければならないと痛感しています。 
春風小では、「いじめ０」を目指し、全校で考

え取り組みます。ご家庭の皆様、地域の皆様、
春風小が今まで以上に笑顔あふれる学校にな
れるようお力をお貸しください。よろしくお願
いいたします。 
 
①友だちを大切にし、いやがることをしません 
②いじめを見たら「ダメだよ！」といいます 
③いじめを見たら先生やまわりの人にいいます 
④こまったときは家族や先生にそうだんします 
⑤友だちをさそい、ひとりぼっちをつくりません 
⑥心を元気にする、ぽかぽか言葉をふやします 
⑦だれとでもなかよくし、えがおいっぱいの学校 
 にします 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●演劇鑑賞教室   演劇鑑賞教室担当 
 

１０月１１日（火）に演劇鑑賞教室を実施しまし
た。今年度は劇団夢団さんをお招きし、ミュージカ
ル「あらしのよるに」を鑑賞しました。 
お話の世界からそのまま出てきたような舞台美術

や迫力ある音響・照明、そして生で見る役者の方々
の演技に子供たちも引き込まれている様子でした。
また感動のあまり、最後には涙する児童の姿も見ら
れました。 

 

●のぞみ学級 岩井宿泊学習      のぞみ担任 
 １０月１９日～２１日にのぞみ学級３年生～６年生で岩井宿泊学習を行い 
ました。出発するまでの期間それぞれ自分達で宿泊に必要な道具を揃えたり 
係の仕事の分担、見学先のコース決めたりするなど宿泊に向けて様々なこと 
に取り組みました。１日目は海が一望できる大房岬自然公園でお弁当を食べ 
ながら景色を楽しんだ後、広場で思い切り体を動かしました。２日目は鴨川 
シーワールドへ行き、班で考えたコースに沿って見学をしました。鴨川シー 
ワールド名物のシャチのショーのダイナミックなパフォーマンスに子供たち  
は釘付けでした。家族と自分の分のお土産を自分で計算して買い物もしまし 
た。夜にはキャンドルファイヤーとレクも行い、夜の思い出もつくりました。 
３日目は千葉市科学館へ行き、各フロアの展示物や体験コーナーで楽しみま 
した。１０階にある月を歩く疑似体験できるコーナーではタイミングよくの 
ぞみ学級に機会が巡り、体験することができました。勝手に体が浮かび上が 
りゆっくり地面に落ちていく感覚の不思議さに驚いていました。よく食べよ 
く寝て、怪我や体調面に問題なく、天候に恵まれた２泊３日を終えました。 
今回の宿泊学習を通して、学んできたことや経験してきたことを今後の学校  
生活などでも生かしてほしいと思います。 

＜１１月の生活目標＞    協力して働こう 

＜１１月のあいさつ目標＞  「ありがとう」「いただきます」は感謝の心で      生活指導部   
 本校では、毎年１１月にクリーン運動を実施しています。１～５年生は教室や特別教室等の割り当て場所、６

年生は光二中生徒と連携して、学校周辺の通学路のごみ拾いを行います。学校の清掃活動は、自分たちが気持ち

よく学校生活を送るために、生活や学習の場をきれいにすることを通して、清掃の仕方を身に付け、奉仕の心や、

ものを大切にする心を養うのがねらいです。友達と協力し合い、心を磨く活動にしてほしいと思います。 

《学芸会について》 
 １１月２５日（金）２６日（土）に学芸会を実施いたします。コロナ禍で３年ぶりの開催となります。 

会場となる体育館の換気を徹底（常時窓開け・入替時に全開）、保護者の観覧人数の制限、学年ごとの入れ

替えなど、感染防止対策を徹底しながらの実施となります。ご理解ご協力の程、よろしくお願いいたしま

す。 ※２５日（金）はリハーサル ２６日（土）が保護者鑑賞日となります。 

《持久走の取組について》 
 例年、冬の期間に取り組んでいる持久走の取組ですが、感染防止対策のため、中休みなどを使っての全

校による取組をすることができません。体育の学習の中で継続して取り組ませるとともに、持久走大会で

はなく、「持久走タイム」として１２月５日から９日までの間に学年ごとに実施することいたしました。ま

た、保護者の参観はありません。ご了承ください。 

●セーフティ教室 セーフティ教室担当 
 

１０月７日（木）にセーフティ教室を実施しまし
た。光が丘警察署生活安全課少年係を講師にお招き
し、以下のことを学習しました。 
【２校時：１・２年・のぞみ１､２組対象】 
「自分の身を守るために」 

  ・不審者対応、連れ去り防止（ロールプレイ） 
  ・万引き防止 
【３校時：３・４年・のぞみ３組対象】 
「自分の身を守るために」 

・万引き防止 ・インターネットに係る犯罪 
（ゲーム・いじめ・ＳＮＳへの書き込み） 

【６校時：５・６年・のぞみ４組対象】 
「自分を大切にするために」 

  ・インターネットに係る犯罪 
  ・携帯電話、ＳＮＳの正しい利用 

 子供たちを取り巻く環境は、日々変化していま
す。学校と家庭、地域が一体となり、子供たちを見
守っていける体制づくりを引き続き推し進めていき
ます。ご家庭でも、折にふれて防犯に対する話題を
挙げていただき、子供たちの防犯意識を向上させて
いただきますようお願いいたします。 
 
 
 
 


